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１ アルミ缶回収活動のはじまり

世界じゅうの人々の幸せと、地域の福祉のために
自分たちにできることから始めよう！

•平成８年度の生徒会の取組がスタート

•先輩から後輩へ引き継がれ今年で24年目

合い言葉

「アルミ缶で車いすを！」



２ アルミ缶回収活動の目的

○環境保全・資源の有効利用

○福祉機器の贈呈

○ボランティア活動で地域福祉に貢献



３ アルミ缶回収の流れ

（１）校区内家庭分のアルミ缶回収用

の網袋を各ゴミステーションごと

に分ける。



（２）アルミ缶回収用の網袋を近く

のゴミステーションに配布する。



（３）毎月第１月曜、各大字のゴミ置

き場に、アルミ缶が出される。



（４）各大字に出されたアルミ缶を
「愛歩(あいほ)２１」というボラン
ティア有志の方々と教員で回収。



（５）つぶし作業(軽トラック2台に
収まるように放課後､圧縮作業)

みんな(7から8人の生徒のグループと教員)で協力
して、アルミ缶をつぶしていく。



（６）アルミ再生工場(三重県
伊賀市)へ搬入

搬入ボランティアの方と先生方で日軽アルミ工場へ



•アルミ缶重量 ２,１１０kg

•収益 ２１１,０００円

４ 平成３０年度の実績と成果
（Ｈ３０.４月～Ｈ３１.３月）



アルミ缶回収の収益から

◎月ヶ瀬地区社会福祉協議会

・玄関用自在手すり １台

◎特別養護老人ホーム香梅苑

・介助式車いす １台



５ 最後に
・２３年間で、車いす等の福祉機器

１２８台を贈呈

・「愛歩２１」「アルミ缶搬入ボランティア」

の方々、地域の方々の協力に感謝



月ヶ瀬中学校生徒会

終わり

今後ともご協力よろしくお願いします。


